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　イギリスは近代スポーツが発祥した国であり，そのスポーツを人間形成に用
いることを，先駆的に実践してきた国でもある。
　Donald　W．　J．　Anthonyは，そうした英国のスポーツを眺望しながら，今日
のイギリススポーツを考えるにあたって，二つのルーツを見い出している。そ
れは「教育」と「健康」である。
　今日，健康のためにスポーツが欠くべからざるものであるという認識は，UN－
ESCOのInternational　Charter　of　Physical　Education　and　Spott（1978）
をはじめとし，世界各国に認知されつつある。そこで，イギリスのスポーツの一
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つのルーツであるとされている，「健康」のためのスポーツは，如何なる過程を経
て今日に到っているのか，Central　Council　of　Physical　Recreationの歴史的
歩みを跡づけることによって，その一端を明らかにしてみたいと思う。もとよ
りC．C．　P．　R．の歴史だけを分析することのみで，この課題に迫れるとは思われ
ない。しかし組織的・系統的にスポーツ・レクリエーションを，国民の健康の
ために供給しようとしてきた組織として，C．　C．　P．　R・は最大のものである。今
日，イギリスにおけるSPort　for　A11政策の多様で豊富なプログラムを見る時
に，このC．C．　P．　R．の実績との連関性は是非とも明らかにしなくてはならな
いと思われる。そしてそれを今日のSport　for　Al1政策を検討する一助とし
たい。
1．C．　C．　R．　P．　T．成立前史
　1931年，イギリスは深刻な経済不況に陥り，教員をはじめとする給与所得者
の賃銀が10％もカットされるという，ドラスティクな経済政策がとられていた。
登録された失業者は200万人とも，300万人とも言われ，とくに14歳～16歳の
間の若年労働者の失業率は非常に高かった。当時のイギリスでは14歳で学校を
離れるのが普通であったが，この学校を卒業した子供の求職は極めて厳しかっ
た。またそこで職を得たとしても，その賃銀は低く，徒弟の身分を得ることは
まれで，先ゆき見込みのない仕事にしかありつけなかった。さらに，1934年にな
るまで，16歳以下の子供には失業・疾病の保険は適用されなかったし，長時間
労働が課せられていたので，その子供達の生活状況は極めて悲惨であった。ま
た成入した労働者にとっても，このような過酷な労働条件は変わらず，休暇と
いえばBank　Holidayぐらいなものであった。
　こうした社会状況下にあって，為政者たちは青少年問題に対して実効ある政
策を持たず，「青少年指導センター」をして，間に合わせの方策をとらせるに
留っていた。その指導といっても，少年たちに僅かばかりの身体トレイニング
を教えたり，簡単な手工芸を教えたりする程度のものであった。少年たちにと
っては，こういうお仕着せの時間はたいくつなものでしかなかった。こうした
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中で，学校を離れた労働者の子弟たちの「身体」と「精神」の堕落は一般的傾
向となり，看過出来ない社会問題となってゆく。1921年の教育法によって法的
にも認知されたYouth　Organisationsは，少年たちのこうした余暇問題，身体
とこころの問題等を，解決するために懸命の努力を続けたが，この組織に対する
中央や地方の政府からの援助が少なく，実効はなかなか上らなかった。また，
第一次世界大戦の間に作られていたJuvenile　Organisations　Commit㌻eesも，
その任務に応じて活動を続けたが，これら二つの組織の努力を超えたところで
生起してくる『失業」という社会問題には，何ら為す術がなかった。
　しかし，1930年代には，小学校や中学校における体育の授業の質は急激に向
上していった。その理由の一つには，イギリスにおける教員養成制度の進展
があげられる。1895年当時には，1校しかなかった女性体育教員養成のための
Collegeが，1905年には5校（Dartford，　Bedford，　Chelsea，　Anstey・Dunfer－
mli硲とな。ていた．しかしその時点では，男の体育教員を猷するC・11・9・
は存在していなかったので，男子生徒を教えうる教師が非常に少なかった。そ
れ故，男子が系統的な身体トレイニングを受けうるのは「軍隊」ぐらいしかな
かった。しかし，遅れていた男性体育教師養成の課題も，1933年にCarnegie
United　Kingdom　Trustの援助をうけ，　Leeds　Education　Authorityによっ
て，LeedsにCarnegie　College　of　Physical　Educationが創設されることに
よって曙光を見る。このカレッヂのコースは1年間で，60人の男子学生（大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）学の卒業生や他の教員資格保有者）が参加して来た。同様にして1935年には
Loughborough　Collegeが発足し，英国における男子の体育教育に大きな刺激
を与えた。
　また他方，フィジカルレクリエーションやスポーツの施設の面でも，1925年
ごろから積極的で価値ある前進がみられるようになる。それはDuke　of　York
（のちのKing　George　VI）がNational　Playing　Fields　Association（NPFA）
　　　　　　　　　　　　　　　（3）の会議で行った演説の影響が大きい。1927年には10万ポンドほどであったNP
FAへの一般からの寄付も，Carnegie　Trustから基金が寄せられるようになっ
てから一挙に20万ポンドに増加してゆく。この基金がNPFAのプレイングフ
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イールドやプレイグラウンド計画のための資金となり，施設の拡充が進展して
ゆく。こうしたフィジカルレクリエーションやスポーツのための施設が，後に
創設されるCentral　Council　of　Recreative　Physical　Training（C．C．R．P．T．）
　　　　　　　（4）の貴重な支えとなる。
　この時期になるとCadburyの工場における土曜日半日勤務制度の実施など
を契機に，成年労働者の中にも「余暇時間」が僅かではあるが増えつつあった
ので，スポーツが社会の中にも拡がっていった。青年組織の活動の中にもスポ
ーツが入り込んできて，フットボール，クリケット，陸上，体操，卓球が，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）また，女子においてはネットボール，ホッケーなどが行なわれた。また，非競
争的野外活動も急速に拡がっていった。これらのスポーツに参加して来ている
メンバーは，以前のように中流クラス以上というより，むしろ労働者階級の人k
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）が多くなっていったのもこの時代の特徴である。その上，女性のKeep　Fit運
動も盛んになり，1922年にはGlasgow，　Sunderland，　Lancashire，といった英
国北部を中心にその運動が拡がっていった。またLondonではMrs．　Bagot
Stackなどの指導でWomen’s　League　of　Health　and　Beautyが結成され，
Y・W・C・A．を中心にその運動を展開した。当初の会員は90人ほどであったが，
1933年にRoyal　Albert　Hal1で実演をした時には3万入の会員を擁し，1937
　　　　　　　　　　　　　　（7）年には12万人の会員を持つに到った。
　このように，失業という大きな社会問題の中から湧き上ってくる，青少年の
精神的・身体的欠陥の発生を，フィジカルレクリエーションやスポーツ活動に
よって何とか解決しようとする数多くの団体（Youth　Organisations，　Juvenile
Organisations　Committees）などのほかに，ボランタリーな団体として，ボー
イスカウト，ボーイズクラブ，Y．M．　C。A．，　Y。W．　C．A．など）が存在した。し
かし1921年の教育法86条にもかかわらず，それらの団体には地方自治体からの
援助はなくCarnegieとPilgrimのTrustから少し援助を受けるのみであ
った。
　1934年11月に開かれたBritish　Med玉cal　Association（B．M．　A．）の席で，厚
生大臣Sig　Hilton　Youngは「筋肉のみならず，’精神的文化として身体文化の
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有効性を我国に運んでくることが出来なかったであろうか？」と発言し，医学
　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）専門家たちにその方向での協力を依頼した。B．　M．　A．メンバーはこの意見に賛
意を示しPhysical　Education　Committeeの設立を決定した。この組織はB．
M・A・の会長であるE．Kay　le　Flemingを議長に，　Ling　Associationの事
務局長Phyllis　SPafford，　British　Association　for　Physical　Trainin9の副会
長でY・M・C・A・の体育指導主事であるH．E．　Naylor，教育局の体育視学官の
S．∫．Parkerといった人々を委員として抱えていたので非常に強力なものであ
　（9）
った。こうした入々の結合と運動は一国民の，とりわけ青少年のモラルや健
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）康に関係する「体育」の進歩，身体・精神文化の新しい分野での指導性一を確
立してゆく。
　このPhysical　Education　Committeeの運動を母体に，体育に関する2っの
専門的団体一Ling　AssociationとNational　Association　of　Organisers　of
physical　Education（N．　A．　O．　P．　E．）一が協力して‘‘Central　Council　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）Recreative　Physical　Training”を形成してゆく。このC．　C．　R．　P．　T．の創設を
考案したのはBedford　College出身の体育教師Miss　Phyllis　C．　Colson（P．
C．C．）であった。彼女は両体育組織とも深く関りを持っていたので，この両組
織をしてC・　C．　R．　P．　T．設立にむかわしめるには格好な位置にいたのである。
　かつて，青少年団体やY．M．　C．　A．などのボランタリーな団体が希求した，
「青少年の身体的・精神的健康のためのフィジカルレクリエーション・スポー
ツ活動」や，婦人達の健康増進運動などという底流を持ちつつ，体育教育制度の
改良，プレイグラウンドなどの拡充，土曜半休制の導入，などという社会的条件
を整備する中からこのC．C。R．P．T．は発生してきた。その創設に関わった人
々の視野の中には，社会がもたらす「不健康」状況を克服するために身体的レ
クリエーションが何を為すべきか，何が出来るかという根源的思考が存在して
いたことは言うまでもない。
2．C．C．R．P．T．の成立と初期の活動
1935年6月18日，教育局の報道係は，Central　Council　of　Recreative　Phys－
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ical　Trainin9を，王室の後援を得て設立することを発表した。このしばらく
後，教育局の会議室においてCouncil発会にあたっての会議がもたれた。こ
の会議の冒頭，教育局長Lord　Halifaxによって挨拶があり，教育局はC・　C・　R・
P，T．の活動に対して公式には干渉しないことを強調し，しかしこのCounciI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）の目的と課題には全幅の信頼を覚えているという趣旨の発言があった。またこ
の席上，Physical　Trainingという概念は広義にとらえ，室内・屋外すべての
リクリエイティブな活動の様式を，それにあてることにした。N．　P．F．　A・の議
長であるLord　Derbyも，このCouncilを支持した。　C．　C．R．・P．・T．とN．　P・F・A・
の機能の違いを確認しておく必要性について発議があり，検討を重ねた結果，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）二つの組織のJoint　Advisory　Committeeを作ることにし，恒常的話し合い
が持たれることになった。
　このC．　C．　R．P．　T．を創るにあたって，当初の基金はLing　Associati◎nが
240ポンド，N。A．0・P．E・が60ポンドを拠出した。　C．C．R・P．T．はこれ以外
何の収入の道をも持たなかった。しかし1936年2月にKing　George　Jubilee
Trustによって1000ポンドが，さらに3月にN．　P．　F．　A．から1000ポンドの
拠出があった。しかし，最初の法的な政府からの援助は，1937年2月の教育局
　　　　　　　　　　　　　　　（14）からの1000ポンドまで何もなかった。
　またP．C．　Colsonが，このC．　C．　R．　P．　T．を組織するにあたって最初に重要で
あると考えたことは一このCounci1は，社会に影響を与えうる，広く経験を
積んだ著名な人々によって構成されるべきであるということと，より多くの
National　Organisations（例えばB．　M．　A．，　A．　A．　A．，　M．　C，　C．，　R．　F，　U．，　E　A．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）など）をCounci1に参加させ，このC．　C．・R．　P・T．の社会的力量をつける一
ということであった。こうして組織された団体は82を数え，個人メンバーでは
34名の結集を見た。ここに組織された団体を大別すると3つの類型に分類し得
る。①身体活動に関する団体一スポーッの競技団体，Keep　Fit事業などを
している団体　②より広いプログラムで身体的レクリエーションに携っている
団体一Natinal　Youth　Organisationなど。③その他の国家団体一B・M・
A．やNational　Union　of　Teachersなど。①に該当する，　F・A，　A．　A・A・，
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M．C．　C．，　R．　F．　U．，などといった歴史的に由緒ある競技団体がCounci1のメンバ
ーとして当初より参加して，そのCouncilに重みをつけた。
　こうして活動の途についたC．C．　R．　P．　T．は，1935年12月に“A　First　News
Leaflet”を発行し，そのCouncilの基本，目的，政策を明確に表現した。
－Ling　AssociationもN，　A．　O．　P．　E．も認識していたことだが，学校卒業青
少年を対象とした，身体活動の分野で働く，ボランタリーな組織に援助を与え
る団体をより多く募る必要性がある。またこのCouncilの目的には，まだこの
Councilに組織されていない数千にのぼる団体の組織化の準備をしたり，フィ
ジカルレクリエーションを通じて社会の「身体的・精神的健康」の増進をはか
　　　　　　　　　　　　（16）る事業を援助することにある。一
　次に“ASecond　News　Leaflet”が1936年4月に発行された。このLeaflet
には，実に，重要な要件が記されていた。それは教育局から出されていた1月
13日付「体育に関する通達1445号」のことである。
　この「通達」は一地方教育委員会が，若い国民の身体的発達のために，より
適切な準備をすることを要求し，この要請は1921年の教育法に拠っていること
を喚起し，さらに361ある地方教育委員会の中で，124しか身体トレーニングの
　　　　　　　　　　　　　（17）指導者がいないことを指弾した。　　この通達1445の出された背景は，　ドイ
ツ，イタリアといったファシスト勢力が拾頭してきた国々において，猛烈な身
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）体トレーニングを若者に荷しているという報道と，大きく関係している。この
通達によって，青少年の身体適性を，軍へ服務する準備として考える方向性が
強くなってゆくのである。
3．National　FitnessキャンペーンとFitness　for　SerVices
　1937年1月，政府は“Physical　Training　and　Recreation”という白書を発
表した。この白書は一既存の施設と，スポーッ・レクリエーション組織の拡大
と発展の方向性の大まかな計画，すなわち，Physical　Fitness計画のアウトラ
　（19）
インーについて述べられていた。この白書では，Physical　Fitnessを単に
学校のみの問題にせず，事務所や工場といった国民一般の日常環境の中に位
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置づけなければならない問題としている。この白書には技術的ハンドブック
“Recreation　and　Physical　Fitness　for　Youths　and　Young　Men，　and　Recreation
and　Physical　Fitness　for　Girls　and　Women”も併せて発行している。さら白
書は“National　Advisory　Council　for　Physical　Training　and　Recreation”
の設立をも提言している。これらの政府の一連の動きは，1937年3月，Captain
Lionel　F．　EllisにNat，ional　Fitness　Councilを作らせ，さらに同年7月に制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）定する“Physical　Training　and　Recreation　Act”まで連綿と続くのである。
この運動に用いられた経費は，3年間で400万ポンドと言われている。こうした
運動の中で，“Fitness　Wins”とか“Get　Fit－Keep　Fit”とか言うスローガン
が作成され，非常に沢山の宣伝物（映画フィルム，1日12力条の図表，リー
フレット等）が作成され，一大キャンペーンがはられた。
　さらにIndustrial　Welfare　SocietyのCapt．　J．　E．　Patersonの指揮の下で
“Physical　Recreation　in　Industry”が形成された。かくして青少年から婦人，
工場労働者に到るまで，一体となったFitness運動が展開されるようになる。そ
の集約点は，1937年7月3日，London西北部のWembley　Stadiumにおいて挙
行された，“The　Festival　of　Youth”である。このフェスティバルにはKing，
Queenをはじめ，　Elizabeth王女，　Margaret王女なども参列し，一大ページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）エントを繰りひろげ，そのキャンペーンをアピールしたのである。
　しかし，こうした国民大衆へのPhysical　Trainingの押しつけとも言うべき
Fitnessキャンペーンに対して，労働党議員の中から批判も生じてきた。その批
判の主旨は一政府の政策は，予算が軍事的身体訓練のために組まれていて，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）軍備改良プログラムの予算と一致しているときにのみ援助が与えられている。
一ということであり，Mr．　Bevanは別な視点からもこのFitnessキャンペー
ンを批判し「政府は大衆に身体的訓練を無理強いしている。なぜなら，身体的訓
練は上流階級や中流階級が，すでに楽しんでいるスポーツ施設やプレイグラウン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）ドを国民に供給することより，より容易で安価であるからである。」と迫ってい
る。国民に等しくスポーッする場を供与するための政策ではなく，このFitness
キャンペーンは安上りな，そして戦争準備のための軍事的身体訓練を展開しよ
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うとしていると看破して痛烈な批判を浴びせるbしかし，こうした批判にもか
かわらず，政府はこの運動のための予算を着々と費やしてゆく。
　1939年9月に，第2次世界大戦が勃発した。同年11月27日，地方教育委員会
に対し通達1486号“The　Service　of　Youth”が発せられた。通達1486では
一14歳から20歳の間の社会的・身体的発達は，この国では長い間無視されつ
づけて来た。……青年の福祉のための直接責任を，教育局が引き受けること
　　　　　（24）を，決定した。一教育局がより一層，主導権を握り，直接的にFitness運動
を強化してゆく。またこの通達では，C．　C．　R．　P．　T．の行ってきた，レクリエ
ーション活動のための，訓練されたリーダーの養成，維持，充実をする仕事に対
して，財政的援助が付与されることを通知した。そしてその通達の最後は，従来
のNationa1　Fitness　Councilの幕を閉じさせ，新たにANational　Youth
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）Committeeを作り上げるようにという言葉で終っている。
　このように，戦時下におけるC．・C．・R．P．　T．の活動は，政府と，その下で具
体的政策を推進する，教育局などのFitnessキャンペーンは，戦争に対応す
るための身体活動・レクリエーションへと向い，大局的には政府の戦争遂行
政策の一環として組み込まれてゆく。それは1940年に出された“Fitness　for
Service”キャンペーンに明らかである。　C．　C．　R．　P．　T．のみならず教育局，労
働省，F・A・などの協力でこのキャンペーンが展開され，7月末までに230も
の“Fitness　for　Service　Centre”が組織された。さらにCouncilは“NationaI
Test　for　Leaders　of　Physical　Recreation”を作成し，レクリエーションリー
ダーの，より一層の質の向上を計ろうとする。ここで養成された質の高いリーダ
ーたちは，青年の兵役準備のためのFitnessばかりではなく，　C．　C．　R・　P．　T．が
主催する，戦時下工場で働く労働者の安全操業，生産性の向上のための労働者
のFitnessをも指導する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）　続いて1940年11月に，通達1529“Youth　Physical　Recreation　and　Service
が発布され，レクリエーション施設などを軍事目的や市民防衛目的に利用する
ことを許した。また同年，Country　Badge　Experimental　Committeeが設立
されてゆく。
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、このような政府の戦時下政策へのC．　C，　R．　P．T．の協力は，必然的に政府か
らの財政的援助を増大させてゆく。教育局からC．C．　R：　P．　T．への基金は，1939
／40を17，334ポンドとすれば，1946／46が45，275ポンドとなってきている。こう
して得た財源をもとにC．C，　R．　P．　T．は，“Get　Fit！Keep　Fit・Daily　Exercise
for　Youths　and　Men，　Physical　Recreation・for　Mixed　Groups，　Film　about
Movement　and　Health，　Keep　Fit　and　Recreative　Gymnastics　of　Girls　alld
Wo甲en，　Books　on　Physical　Reereation－a　list　for　leadersなどを次々と
　　　　　　（27）出版していった。しかし，こうしたC．C．　R．　P．　T．の動き“Fitness　for　Service”
　　　　　　　　　　　　（28）に対して“Fitness　for　What”という疑問を提示した人々もいたが，戦争が勝
利に終ったところでこの議論はかき消されてしまった。
　1944年1月に入り，C・C．RP．T．の年次総会が開催され，来るべき終戦を見
越し，このCouncilの名前をCentral　Council　of　Physical　Recreationに変
　　　　　　　　　（29）更することに決定した。John　F．　Wolfendenによって“The　Youth　Service
After　the　War”という演説が行なわれ，この第2次世界大戦後の英国におけ
る新たなフィジカルレクリエーション・スポーツ政策を模索する。また教育界
においても，1944年にEducation　Act（Butler　Act）が発布され，教育の機会
均等を目ざして，新たな出発を画すのである。
4．第2次世界大戦後のC．C．P．R・
WolfendenのThe　Youth　Service　after　the　War（1943）やMcNairの
“Teachers　and　Youth　Leaders（1944）と1944年のButler　Actは，余暇に
おける施設の供給と，リーダーシップのあり方についての方針を指し示すもの
　　　（30）となった。C．　C．　P．　R．はこれらの見解を受けて，1944年の終りに“Facilities
for　Physical　Recreation－Some　Suggestions　for　Local　Authorities”とい
う小冊子を発行し，新たな法的根拠にもとつく地方自治体の，フィジカルレク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）リ・エーションとスポーツに対する責任を指示した。
　またP．C．　Colsonは，この新しい時代の到来を察知して，　C．　C．　P．　R・の活
動の新らたな展望を作成した。1944年9月の“Post　War　Work　of　the　C．C．
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P．R．”の中で次のように述べている。「（1）Physical　Recreationを通して国際的
な友好連帯を促進することで，British　Councilの代行業務をする。（2）工場労
働者や学生，農民，専門学校の学生を対象にした，種々の公共的な部局の様々
なフィジカルレクリエーションコースの配列，（3）文部省にかわって“National
Health　and　Fitness　Weekを1947年に設る。（4にの国の出来うる限り美しい
場所に1～2個所の“National　Physical　Recreation　Centreを建設し，そこ
で青年や壮年の人々が，1週間から10日間ほどそこに滞在することが出来て，い
ろいろな身体活動や個入的トレイニングが出来るようにすること。（5）Journa1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）of　Physical　Recreation（Weekly）の発行。」これらの大綱はC．　C．　P．　R．5ヵ
年計画に組み入れられようとするのであるが，こうしたC．C．　P．R．の動き．を
受けて，文部省はその見解を明らかにした。一（1）Councilへの補助金は続行す
る。（2）あまりに気宇壮大な計画には予算がとれない。（3）なぜなら，1944年の教
育法では，地方自治体の義務を賦課している。C．　C．　P．R．は純粋な地方の活動か
ら手を引き，国家的，地域的仕事に専念することが望ましい。（4）もし，Council
がPhysical　Recreation　Centreを作りたいのなら，　Council自身の経費で行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）なうこと。㈲文部省はどのような海外の事業にも補助金は与えられない。
と冷たく突き離されたC．C．P．R．は，独自の力で基金を作り出す努力を始める
と同時に，新たな活動に着手する。それは，国民が戦時下の生活から平常な市
民生活に戻ったことによって，成人のPhysical　Recreationに関する事業の拡
張をしなければいけない環境が，充満していたからでもある。早速，C・C・P・R・
はフィジカルレクリエーションの発展計画を作成し，そして競技団体にはコー
チングの改善研究を依頼するなど精力的な活動を開始した。
　今一っの1945年における大きな特徴は，5月にC，C．　P．Rが主催したキャ
ンプリーダーの訓練の仕事である。この事業にはBoy　ScoutやGirl　Guide
などにより入事・施設’両面の助力を得た。このコースには288名の講習生が
参加した。このコ，一スは評判もよく，その必要性も認知されていたので，次の
年にも開催されることになった。また文部省もこの組織的キャンプの意義を見
い出し，℃・C・P・R．に協力を求めて，“Organised　Campin9”を出版すること
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にした。
　C．C．　P．R．は，戦争によって失われていた，英国国民の志気を鼓舞する意味も
あって，1946年7月6日に，Wembley　Stadiumにおいて“National　Festival
of　Youth”を開催した。　Duchess　of　Kentをはじめとする3500人の観衆と，
8000入の全英国からの若者の参加があ’った。この年度の年次報告も，この催し
について触れている。　「戦時下6年間の耐乏生活は，若い世代の精神を閉塞さ
せはしなかった。」しかし，同じ年次報告の中で，「数多くのプレイングフィー
ルドがまだ食料戦争の畑となっているか，住居用に開発されてしまっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）スポーツ施設はまれであり，安価な旅行施設がない。」と指摘し，国民生活の中
にフィジカルレク．リエーションを導入することや，その生活の糧となるような
施設・プログラムの作成に向けてC．C．　P。　R．は動き出す。それは1946年になっ
て結実する。この1946年というのは，C．　C．　P．　R．にとって記念すべき年になる。
一それはBisham　Abbeyに，初めてのNational　Recreation　Centreを建設
したからである。C．　C．　P．　Rは，戦後の混乱した国民生活の中にフィジカルレク
エーションを提供することによって，国民生活に少しでも潤いを与えようと考
えて努力を続けてきた。文部省からは，その財政的援助はしないと釘をさされ
ていたにもかかわらず，このBisham　Abbey　National　Recreation　Centreを建
設したのである。Londonから近い，　Berkshireに創られたこのセンターは，こ
れ以来今日まで，国民の重要な憩いの場であると同時に，スポーツ団体の格好の
合宿場所にもなっている。C．　C．　P．R．は，レクリエーションリーダーの養成の講
習会から得るわずかな利益とか，出版物の販売などといった地道な努力を重ね
　　　　　　　　　　　（35）て基金を捻出したのである。こうした努力を見てNational　Sport　Development
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）Fund（N・S・　D．　F．）が創設されることになる。　C．　C．　P．　R．はこのファンドに10
万ポンドを期待するのであるが，実際に1947／48年においては11394ポンドし
か集まらず，C．C．P．R独自の基金づくりの長い道のりは続く。
　1948年6月8日，tiンドンで開催されるオリンピックゲームを前に，　C．　C．
P・R・の主催で“National　Festival　of　Youth　and　Sport”が挙行された。26
のボラン：タリーな青年組織と24の競技団体の選手の開会行進で開始された，こ
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のフェスティバルは，アーチェリー，体操，バスケットボール，室内フットボー
ル・Keep　Fitデモンストレイション，250人から成るリズムダンス，　Bedford，
Dartfordなどの女子体育学生による教育的体操のデモンストレーションが，次
々と演じられた。こうした大がかなりな祭典は，国民にフィジカルレクリエー
ションやスポー一ツに対する興味を喚起させ，また国民に国家的協同の精神を発
現させるのに役立った。
　こうした祭典とともに，他方C．C．　P．R．はスポーツやレクリエーションの
社会的意義やその方法の研究のために，N，　P．　F．　A．と協力して“Recreation
Review”を発刊し，1949年には，　C．　C．　P．　R．自身の季刊誌を発行するのであ
る。一最初の名は　“Physical　Recreation”で後に改名して“SPort　and
Recreation”一また・1945年に最初に開催されたサマースクールは，その後，順
調に毎年開催される。1945年にLowther　Collegeで開催されたのを手始に，
1946年にはDartford　Co11ege，続いてCarnegie　College，　St．　Andrews　Uni．
versityと会場を提供をしてゆく。また，　C．　C．　P．　R．はResearch　Board　for
Correlation　of　Medical　Science　and　Physical　Education（1943年創立）や
Royal　Society　for　Prevention　of　Accidents，　Central　Council　for　Health
Education，　Chartered　Society　of　Physiotherapy，　Central　Committee　on
C・mpi・g　L・gi・1・ti・n・　MCC’・C・i・k・t　I・q・i・y　C・mmittee，　St。ndi。g　C。n－
fe「ence・f　N・ti…1V・lunt・・y　Y・・th　O・g・ni・ati…などの，数多くの鞭・
な国家委員会のメンバーになり，積極的な役割を果すようになる。
　また1948年，政府はHobhouse　RePortを受けて，　Central　National　Parks
C°mmitteeを創設し・P・・k・・d　Access　t・C…ty・id・A・t・f　1949を制定
する。この動きは，C，　C．　P．R．の活動に啓発された形で，政府が対応したもの
である。このようにC．C．　P．　R．の着実で効果的実践が，政府・国家の堅い財
布のひもを少しずつ弛緩させてゆくことになる。
　C．C．P．R．は，スポーツの大ページェントが国民のスポーツへの関心をひき，
国民の志気を盛り上げることに気付いており，前回の2回の祭典の経験をもと
に，1951年5月から8月にかけて“The　Festival　of　Britai兵”の開催に協力を
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した。South　Bank　Site、のFestival　Hal1に集まった人々のみならず，テレ
ビで中継され，100万人近い人々がその祭典を見ることになった。これと同時に
WembleyのEmpire　？oolでは“Festival　of　Sport”が開かれ，陸上競技の選
手やクリ、ケッター，フットボールプレイヤー，水泳選手，テニスプレイヤーな
どが参集し，英国スポーツの意気を示した。このFestival　of　Britain，　Festival
of　Sportは，大戦によって妨げられたり犠牲にされたりした国民生活が，回復．
したところで，経済的にも，文化的にも，スポーツにおいても，英国の優秀性を誇
示する意味もあった。しかし，こうした華やかな動きの中にも経済不況の波は
ひたひたと押しよせていた。1951年から54年までのC．C．　P．R．の基金はほとん
ど増加せず，1954年の下院における首相の「スポーツとフィジカ・ルレクリエー
。。ンの発展は政府の方針圏という諜を得て，わずかに・954／55年に増加
がみられるのみである。しかし，こうした苦しい財政状況の中でも，C．C．P．R
の地道で懸命な努力は続き，Bisham　Abbeyに続き，　National　Sport　Centre
を1951年にはLilleshall　Hallに建設し，また山岳レクリエーションの基地
として，北ウェールズにPlas　y　Brenin　National　Centre　for　Movement
　　　　　　　　（38）Activityを設置した。
　1956年4月30日には，C．　C．　P．　R創設21周年記念式典の席にPrince　PhiliP
（C．C．　P．　R．のPresident）を迎えた。　Philipはこの席でActive　Leisu「eと
いう演説を30分ほど行った。この演説はテレビで中継され1000万人の国民によ
って視聴され，その影響は大きかった。Philipはこの演説の中で，　C・C・P・R・
がこの21年間にわたって行ってきた事業の「哲学」を簡単な言葉で述べた。
－C．C．P．R．は二つのことをしてきた。国民にフィジカルレクリエーション
のあらゆる形式を教えることと，フィジカルレクリエーションのいろいろな形
式に国民を導くことである。我々はこの国の国民の大変多くの人々が・ある程度
の身体の練習を重ね，その人々が，その練習のために日常の生活においてより良
く，より幸福に感じていることを信じている。私は国民の余暇が・何か問題を抱
えていると考えたくない。もし国民が余暇に何もしないことを望むなら，私は
異議をはさまない。国民が余暇に何もしないことに対して強制はしない。なぜ
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なら，国民の余暇時間に何もすることが無いということは，そこに何らの機会
がないということなのだから一そして最後に次の言葉を付加して彼の演説を
締めくくった。一私の最後の言葉はいろいろなC．C．　P．R．の活動に参加し
ている人々すべてに対して発言すべきである。あなたがたのC．C．P．R．が行
なっている活動への参加は，C．C．P．R．が行っている非常に価値ある事業に対
する大いなる激励である。私はそのほほえましい関係がC．C，P．R。と国の間に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）存在して，相方の利益が長く続くことを望みます。一
　この演説は，文部大臣Sir　David　Ecclesをして，　C．　C．　P．　R．への予算付与
に走らしめることになった。また議会でも，青年の雇用問題をはじめとする青
年への政策についての政府予算費消について“Select　Committee”を発足させ，
調査をさせることにした。Miss　Elaine　Burtonを議長としたこの委員会は，
文部省，AE・C・，　King　George　Jubilee　TrustやC．　C．　P．　R．などを調査し，
次のような報告書を作成した。C．　C．．P．　R．に関する部分は以下の如くである。
；C・C・P・R・への基金はPhysi（ral　Training　and　Recreation　Act（1937）
に基づいて支払われるべきであり，青年組織へはSocial　and　Physical　Train・
ing　Grant　Regulation（1939）によって支払われるべきである。……文部省は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40）青年への政策やその将来に関して，無関心でほとんど興味を示していない。
一と鋭く糾弾している。さらにその上，Birmingham　Univ．の体育科のスタ
ッフによって書かれた“Britain　in　the　World　of　Sport”という論文が1956
年発表され，世界のスポーツ状況から見ても英国は立ち遅れていることを，その
結論として，抜本的政策確立の必要性を示唆している。このようにC．C．　P．　R．
のPresidentであるPrince　Philipの演説や，　Select　Committeeの報告，
さらにBirrningham　Univ．のP．　E．スタッフによる調査報告などが相乗的に
作用をし，抜本的なフィジカルレクリエーション政策の，検討の必要性が痛感さ
れることになった。こうした情勢の中からWolfenden　Committeeが糸吉成さ
れてゆくのである。
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5．Wolfenden　Committeeとその報告書
　Wolfenden　Committeeは，1957年に結成され以下のような諮問をうけた。
一英国におけるゲーム・スポーツや野外活動に関与する要件の調査。社会福
祉の増進に，それらの活動が役立つようにするために，諸団体が為すべき実践
　　　　　　　　　　　　　　　　　（41）的指標をC．C．　P．R．に対して勧告すること。一一
　議長のSir　John　Wolfenden（Reading大学副総長）は教育と社会政策の
分野に広く見識を持つ学者であり，またOxford　Univ．時代にはホッケーで
“ブル・・－t”になった経験もあり，しかも，2つのパブリックスクールの校長を
経験しているという人物で，この委員会の長にふさわしい経歴の持ち主であっ
た。その他のメンバーでは，政府の教育視学官であったMrs．　Mabel　AIIen。
その当時，Chesterの司教であって，学生時代はボート競技で“ブルー”であ
り，長い間，大学ボートレースの審判であったDr．　Gerald　Ellison。　Benenden
SchQolの校長のMiss　Betty　Clark。かつての労働・社会政策省の秘書でクリ
ケットとサッカーとにかかわりを持っSir　Godfrey　Ince。　Cambridge　Univ．
の陸上競技の“ブルー”であり，エベレストクライマーでもあったDerbyshire
の教育長のJack　Longland。　Birmingham　Univ．の体育学科長のDavid
Munrow。フットボールとクリケットの名プレイヤーでOxford　Univ．で“ブ
ル・t－　”であり，パートタイムのスポーツジャーナリストでもあったTony
Pawson。1・0・C・のメンバーでOxford　UIliv．出身のオリンピックスプリンタ
ーであり，かつてニュージランドの総督であったSir　Auther　Perrittらが加
わった。
　この委員会は実に精力的に会議牽開いたり，またC．C．　P．Rの会議に出席
して，C．C．　P．R．がこの委員会にどのような討論を期待しているのかを学んだ。
そして，それにも増して莫大な仕事となったことは，広く関連諸団体，各個
人と面接し，その意見を聴取したり文書による意見陳述を受けたりすることで
　　　　　（42）あった。その数，209団体，個人では137人にのぼった。国会議員で元外相，
国会スポーツ委員会の議長をしていた，オリンピックシルバーメダリストの
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PhiliP　Noel　Bakerは最も早く意見を提出した。そればかりでなく，国会議
員に積極的に働きかけWolfenden　Committeeが活動しやすいように配慮を
した。
　また，・・一・方，文部省もLady　Albemarleを議長に“Departmental　，　Commi・
tteeを1958年11月に作成した。そしてその答申は1960年に“The　Youth
Service　in　England　and　Wales”として提出された。この答申はより一層明
確に，青少年におけるフィジカルレクリエーションの供給の重要性を主張し
（43）
た。
　Wolfenden　Committeeは，種々の団体・個人などの意見を聴取してゆく過程
において，スポーツ界がニューディール政策を得ることは絶望的であり，文部省
の支配から独立して，政府から財政的援助をうけるに最もふさわしい新たな基
体を作るより他はないということを知った。その基体＃“SPort　DeveloPment
Council”を創設することによって，より多くの人々がスポーツやゲームや野
外活動のレクリエィティブな有効性を享受しうると考えたのである。この委員
会には50以上の諮問事項が課せられたが，この“Sport　DeveloPment　Council”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（44）の創設ということが最も重要な答申内容であった。
　この答申は1960年9月28日出版され，135ページから成る。第1章　序文
第2章　現在の状況　第3章　特殊な用件と課題の調査　（a）“The　Gap”　（b）施
設（c）コーチング⑥組織・管理・財政（e）アマチュアリズム（f）国際スポー
ツ　⑧報道の影響　（h）テレビ・ラジオ　（i）サンデーゲーム　第4章　スコット
ランド・北アイルランド・ウェールズ第5章ASport　Development　Council
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45）第6章　要約・結論・提案　という構成になっている。この報告がSir　Wol－
fendenによって広く公開された日には，各種マスコミもこの報告に強い興味を
示した。“The　Economist”でさえ2ページにわたる特集を組んだほどであっ
た。
　また政治の世界においては1959年の総選挙を前して，保守党も労働党もその
政策を発表している。保守党は，1959年8月に保守党政治センターによって発
刊された“The　Challenge　of　Leisure”の中でその政策を明らかにしている。
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労働党は1959年10月労働党年次総会におけるNational　Executive　Colhmittee
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（46）の報告で“Leisure　of　Living”を発表した。この二つの政党の動きは，共に
スポーツの大衆化に対して国家が援助する必要性を認識しているかに見えた。
がしかし，保守党は選挙目あての，特殊な公約ではなかったはずなのに，後の
Walfenden　Reportをすんなりとは認めようとはしなかった。
　Wolfendenの答申が提出された後も，文部大臣のSir　David　Ecclerは1961
年11月のC．C．　P．R．の会議において「彼ら若者たちの，レジャrタイムにお
ける現実的儲の支払いは，彼ら｝、よるべきであ瑠と発言し，受益韻担の
論理を崩そうとはしなかった。そしてWolfehden　Committeeの労多いReport
も無視され続けたのである。しかし，かたくなな政府・文部省の姿勢を変えさ・
せる契機となる二つの動きがここに現出してくる。その一つはBirmingha血
Univ・のDenis　Molyneuxによって1962年9．月に発表された“Central
Government　Aid　to　Sport　and　Physi（；al　Recreation　in　Countries　of　Western
Europe”という論文である。この論文は西独におけるゴールデシプランなど
の先駆的な経験を報告したものである。この論文は英国国民に対してスポーツ
の大衆化の重要性一国家・地方自治体の援助の必要性を啓蒙することに役立
った。又その次に重要な動きはLord　Hailshamの尽力である。正lailshamは
「保守党政府はWolfenden　Reportの，スポーツのもつ問題性の診断について
は同意しているものの，Sport　Development　Councilの創設の提案には同意
　　　　　　　　　（48）出来ないと言っている。」と指弾し，政府の総論賛成，各論反対の態度は変更
の可能性ありと考えて，その仲介に入る。Lord　Hailshamはスポーッの必要
性については高次元で考えられるべきだと確信し，1963年2月にC．C．P．R．な
どのスポーツ団体との間に公式な接触を持った。この結果，Lord　Hailshamは
Sport　Develop皿ent　CouncilとAdvisory　Committeeの両方の設立の必要性
の認識を持った。そしてこの二つは混成の組織として機能させるべきだど考
　　　　　（49）
えるに到った。彼はこ）した見解を持って政府との折衝に入った。しかし，
Advisory　Sport　Councilの設立は，政府が交替する1965年まで待たねばなら
なかった。
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6．Sport　Councilへ肇展
　1964年3月にC．C．　P．　R．は，　Lord　Hailshamの介添で，文部省の代表や自
治大臣などと会議を持った。それはスポーツや野外運動協会などの団体の代
表250人と，政府のスポーツ政策について話し合うためのものであった。また
議会でもSport　Development　CounciLに関する論議は続けられた。上院にお
ける，1964年3月のLady　Burtonの演説は6時間半に及ぶものであった。こ
の熱心なCouncil設立への演説を聞いて，五つの新聞社はとうとう保守党政
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50）府の決定を再考するように要求したのであった。
　1964年10月の総選挙において労働党はSport　Development　Councilを作る
ことを公約し，そして政権を握った。Denis　HowellやQuintin　Ho99がその
スポーツ部門の責任者として活動をすることになる。ユ965年3月，政府は両院
に次のようなことを提案した一一政府はアマチュアスポーツとフィジカルレク
リエーションサービスの発展に関する要件について助言をする“Sport　Coun－
　　　　　　　　　　　　s（51）
cil”を設立することを決定した。－
　Denis　Howe11がそのCounci1の議長につき，C．　C．　P．　R．の実行委員の中から，
新しいSport　CouncilのメンバーにLady　BurtonとA・D・Munrowが指
名された。労働党政府はこのSport　Councilを，かねてから公約してきたよ
うに，実行的なものというよりむしろ純粋にAdvisoryなものとして設立した
ことをここでも強調した。
　Sport　Council（Advisory）が設立されてからは，　C．　C．　P．　Rの位置がその
Sport　Councilとの問において若干不明瞭なところがあったので，その関係・位
置・役割などを，再確認する必要性が生じた。両組織は交渉を持ち①新しい発
展（Sport　Council）はC，　C．　P．　R．の影響や権威を必然的に弱めるものではな
い。②SPort　Councilの存在はC．　C．　P・R．の事業を余分なものにするとか，
その責任を引き下げるものではない。－Sport　CouncilはC．　C．　P．　Rの重要
　　　　　　　　　　　　　　　　（52）性と発展を導き出すことになるであろう。一などという見解を明らかにし，
その相互のパー，トナーシップを確認するのである。
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　Sport　Councilは，その事業の局面にあわせて四つの委員会を設定した。そ
の組織と責任者は次の通りである。（i）Sport　Development　and　Coaching－
A．D．　Munrow　（2｝Research　and　Stati＄tics－Dr．　Roger　Bannister　（3）Inter－
national－Lady　Burton　（4）Facilities　Planning－Lord　PorchesterこのSport
CouncilとC．C．　P．　R．の主要なスタッフは書記局次長クラスのメンバーで作
業班を作り，施設の供給の規模と標準について研究し，“Planning　of　Sport”
　　　　　　　　　　　　　　　　（53）として，1968年C．　C．P．　Rが発刊した。1968／69年のC．C・P・R・の年次報告
にはC．C，　P．　R．とSport　Councilの間には相互利益のためにより密接な接触
があると報告されている。
　またMr．　Howe11はこのころ，体育・レクリエーションといった課題は，
より高い位置の他の省庁によって運営されるべきであると考え，その当時の
Ministry　of　HQusing　and　Local　Governmentがふさわしいと考えていた。
このようなことは，保守党の中でも考えられていたし，元をただせばWolfen・
den　Reportの答申案の一一もはや社会におけるスポーツの問題の責任省庁は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（54）文部省では無くするべきだ一という見解が存在している。またその所轄官庁
の移行論に伴ってSport　Counci1の機能論が問われるようになっていった。
保守党の中には一スポーツとレクリエーションの分野における政府本来の責
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（55）任所在を果すためには独立した実践的なSport　Councilが必要である一と
いう主張が支配的になってきた。1970年の総選挙の公約にこの問題を打ち出し
て来た。そして1970年6月の選挙で再び政権をとることになった。この事によ
　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　の　　　■　　　ロ　　　　
って，Sport　Counci1は助言的機能を持つ組織としてではなく，より実践的機能
を持つ組織となっていく。
　1970年7月，Edinburghで開かれた保守党政権成立後，初のSport　Council
の会議の席上で，前政権にひきつづきスポーツ大臣・Sport　Councilの議長を
しているDenis　Howel1は「ここでは，　C．　C．　P．　R．とSport　Councilの関係
をとやかく言う時ではない。我々は急ぐべきではない。変革の為の変革はすべ
きではない。」などと主張して，C．　C．　P．　R．とSport　Councilの関係を旧来の
　L
ままにして相互に発展させようとしたが，保守党を中心とする，その思潮を止
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める力もなかった。1971年6月，Sir　Stanley　RousはC．　C。　P．　R．の実行委員
会に対してまもなく公表されるだろう政府の決定を知らせた。　（6月10日下院
においてスポーツ大臣より発表）その政府決定の内容は一Sport　Councilの
　　　　・　　・　　●　　●　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（56）
現状に，実践的権力とより拡張した責任を課す一ということであった。新し
いSport　Counci1は予算が付与される機能を果すため責任をもった独立し
た基体となり，Art　Councilと同様にRoyal　Charterによってその権限を得
るだろうと言われた。このことによりRegional　Sport　Counci1も実践的組織
としてより一層の権限を得て，より重い責任も課せられることになった。そし
てその事は，他ならぬC．　C．　P．　R．が歴史の中で早くからその事を熱望し，実現
をめざしてきたことでもあった。本当に皮肉にも，C．C．P・　R．が待ち望んだ，
財政的裏打をもち，フィジカルレクリエーションとスポーツを普及・発展させ
る組織がここに形成されながら，自らの歴史を閉じなければならないという事
態に陥ってしまったのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（57）　C・C．P．　R．は新たにDepartment　of　the　Environmentの傘下に入ったス
ポーツ大臣と交渉を持ち，実践的権力を持つSport　Council設立後，如何に
合併しC．C．P．R．を存続させうるのか否かについて話し合った。　C・C・P・R・
の内部には，新しいSport　Councilに包括されることによって，従来の独立
した組織の消滅に危惧を抱くものもいた。しかしこうした危惧も，1971年8月
に新しいSport　Councilのメンバーが発表された中で緩和されていった。
そのSport　Councilの新らしいメンバーには，　C．　C．　P．　R．のメンバーが多数
含まれていた。副議長としてのDavid　Munrowや，　Peter　C．　Mclntoshのみ
ならずRobin　Brook，　P．　B．　Lucasといった人々の名もそこに見えた。
　1971年11月4日に開かれたC。C，P．R．の年次総会は，　C．C．P．R．にとって
記録すべき会議である。それはPhilip殿下が，　c．　c．　P．・R．は解散するであろ
うという提案は受け入れ難いという意見を披露し，その会議の全体的な結論と
したことによる。Philip殿下は一C．　C．　P．　R．を解散させることはHara－
Kiriである。……もともとSport　Counci1の提案はWolfenden　RePortか
らきているもので，そのReportの答申の中には，　Sport　Councilが設立さ
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れたらC．C．P．R．を崩壊させうとは書かれていない。スポーツの管理，レク
リエーションセンターの運営などが出来るように，C，C．P．Rの専門的スタッ
フを　Sport　Councilに移管することを受け入れる準備を，　Sport　Counci1は
はじめたけれども，C．C．P．R．が存続すべきではないという理由は少しも見当
　　（58）
らない一などと語気強く論駁するのである。こうした意見はPhilip殿下の
みの個人的意見ではなかった。古くは労働党政権の外相として世界平和の実現
に尽力し，近くは1960年にUNESCOに設立されたInternationa1　Council　of
Sport　and　Physical　Education（1．　C．　S，　P．　E．）の会長として，体育・スポー
ツが入間にとってどれほど重要なものであるかを充分に認識し，かつ啓蒙して
　　　　　　　　　（59）きたPhilip　Noel　Bakerも，このPhilip殿下の見解を熱烈に支持した。この
ような過程を経てC．C．　P．　R．の命脈は保たれ，　Sport　Counci1の一組織とし
て存続し，国民のレクリエーション問題について発言をしつづけてゆくのであ
る。
　スポーツ・レクリエーションの国民への提供を最大の課題として働いてきた
C．C．　P．　R．にとって，このSport　CouncilがRoyal　Charterによって実践的
権限を与えられ，国民スポーツの振興にむけてその活動を展開してゆこうとす
ることは，C．　C．　P．　R．自身の喜びでもあるはずである。　Eldon　Griffithは
“Without　C．　C．　P．　R．　there　would　be　no　Sport　Council．”と言い，　C．　C．　P．
R．の長い実践の中から，財源と行政責任を持ったSPort　Councilを作り出し
たのであるという，C．　C．P．　R．の功績に対する評価を，最も端的な言葉で表現
をしている。
結　　語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　C．C．　P．　R．の歴史は「国民への身体的レクリエーションとスポーツのサービ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　■　　　■　　　　
ス」の歴史である。このサービスという言葉はSir　Stanley　Lousの指摘にも
あるように，このC．C．　P．　R．にとってkey　wordである。国民へのスポーツ
のサービスということは，それまで支配的であった「スポーツ観」の一端，’す
なわち，スポーツは個人の嗜好の問題であり，私事的なものであるという思考
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法とは異質の考え方にならざるを得ない。
　そもそも1935年にC．C．　P．　R．　T．を発足させる時の課題意識の中に，劣悪な社
会環境の中から生起してくる，青少年の身体と心への蝕みを防ぐために，レクリ
エーションやスポーツが必要なのだという発想が存在した。人間の健康という
ことを視野に入れ，それとスポーツやレクリエーションがどのような関係があ
り，健康増進のために如何ほどスポーツ・レクリエーションが寄与出来るのか
という事を実証してきたのがC．C．　P．　R・の約半世紀にわたる実践の成果であ
る。C．　C．　P．　Rは財政的不安をかかえながらも，人間の生活における「健康」
ということにとって，スポーツ・レクリエーションは密接不可分であるとの確信
から，その様々な事業を展開した。Wolfenden　Reportから今日のSport
Councilに到る過程は，英国民にSPort　for　Allという概念を啓蒙し，認知させ
ることに大きな役割を果した。これはC．C．・P．　R．の運動のみの影響の結果とい
えば，それは尊大な考えである。英国民の中に培われてきた人間の権利に対す
る鋭敏な権利意識や，人間的発達へのあくなき志向性とか，連綿と続くイギリス
労働運動の獲得した成果（賃銀・休暇etc）などと相まって，Sport　for　Al1の
思想を英国民の中に定着させることが出来たのは言うまでもない。しかし，英
国民のSport　for　All思想の普及に果したC．　C．　P．　R．の業績は過小評価され
ることはないであろう。なぜなら国民が実際にSportをする機会を増やし，
スポーツをする喜びを国民に提供するという具体的・実践的事業の展開に責任
を持って事にあたってきたのは，このC．C．　P．　R（今日ではSport　Council）
に他ならないからである。
　このC・C・P．Rの歩みを見ると，今日，かまびすしく論議されている“Sport
for　All”とは何か，またどのような「政策」が展開される必要があるのかに
ついて重大な示唆を与えてくれる。
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